
















































































































































































































































































































































フルトン郡裁判所の判決を支持している（Atlanta National League Baseball Club Inc. v. F. 
F. Individually et al.,	A140398	[Georgia	Court	of	Appeals,	2014]）。
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スポーツ活動におけるリスクマネジメント：
日本における野球観戦中の事故を中心に
災者（観客）に対しては、ファウルボールの危険が高い席があること等の追加
的な安全配慮が今後必要となることが、判示された。すなわち、試合を組織
する者の訴訟リスクは確実に増加していると指摘できよう。したがって、こ
の種のリスクに対処するため、また何より被災者の救済のためにも保険制度
を一層整備することが必要である。このような保険制度の整備を含め、スポ
ーツ活動に伴うリスクをマネジメントすることは、先に示した通り政府のス
ポーツ振興政策上の重要な課題でもあるといえよう。実際、スポーツ基本法
の第八条は、「政府は、スポーツに関する施策を実施するため必要な法制上、
財政上又は税制上の措置その他の措置を講じなければならない。」と規定して
いる。確かに、政府がスポーツ活動を主催するスポーツ団体が負担する可能
性のある民事的な責任をカバーする保険制度を構築するような措置、すなわ
ちリスクマネジメントを講じることは、費用の問題等かなりハードルは高い
であろう。しかしながら、スポーツ活動を主催する団体、その雇用者、およ
びその活動の実施者の民事責任を補う保険に加入することを、法律によって
義務付ける国もあり（フランス　スポーツ法典：Code	du	sport,	L.321-1条）、
達成不可能な課題ではないと考えられる。実際日本においても2015年に、日
本スポーツ安全協会からスポーツ振興団体（総合型地域スポーツクラブ、体
育協会、競技団体etc…）の民事責任リスクに備えるための保険が創設される
に至っている 8）。このような保険の創設は事故リスクに対するマネジメント
の第一歩であり、今後さらにそのようなネットワークを強固にしていく必要
があると考えられる。
8）	スポーツ・文化法人責任保険（2020年4月16日閲覧http://www.sportsanzen.org/hojin/）。
（本稿は「The	Educational	Review,	USA」誌に掲載予定の原稿の日本語訳で
ある。）
